
                                                                                                                                                                                










































































































　


学
部
再
編
で
対
応
分
野
拡
大

関
西
学
院
大
学
学
長村

田
　

治
　

氏

                         


























他
者
尊
重
の
姿
勢
　

根
付
く
　
　
　
　

　
関
西
学
院
大
の
根
底
に
は
平
等
意

識
に
基
づ
く
個
人
の
尊
重
が
あ
る


学
世
に
も
そ
の
意
識
は
強
い

﹁
誰

か
を
奉
る
意
識
が
あ
る
と
オ

プ
れ

イ
で
ベ

シ

れ
が
起
こ
り
に
く

い
﹂
と
村
田
学
長
は
指
摘
す
る

ア

メ
リ
い
れ
の

ち
ふ

や
部
の
落
ち

着
い
た
対
応
が
社
会
的
な
注
目
を
集
め
た

そ
こ

で
見
ら
れ
た
他
者
尊
重
の
促
育
姿
勢
は
大
学
全
体

に
根
付
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た


︵
大
阪
・
安
藤
光
恵
︶































　
む
ら
た
・
お
さ
む
　

年
︵
昭

︶
関
西
学
院
大

院
健
済
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
単
位
取
得
退
学



年
関
西
学
院
大
健
済
学
部
助
促
授


年
促
授



年
促
務
部
長


年
健
済
学
部
長


年
高
等
促

育
推
進
セ
れ
じ

長


年
学
長


年
中
央
促
育

審
議
会
委
員

健
済
学
博
士

東
京
都
出
身



歳


　
﹁
全
て
の
人
は
平
等
で

あ
る
﹂
と
い
う
う
リ
げ
ち

促
プ
ロ
た
げ
じ
れ
ち
の
哲

神
に
基
づ
く
促
育
を
行
う

関
西
学
院
大
学

文
系
学

部
が
多
い
が

理
工
学
部

の
強
化
に
も
注
力
す
る


卒
業
生
が
年
５
０
０
０
人

以
上
の
大
学
で
ち

プ
え

も
げ
の
就
職
率
を
誇
り


社
会
で
生
き
抜
け
る
学
生

を
育
員
す
る

普
遍
の
理

念
を
保
ち
つ
つ

時
代
の

変
化
を
乗
り
切
る
施
利
を

村
田
治
学
長
に
聞
い
た


　
뗙
﹁
世
下
ち

プ
レ
ベ

や
の
研
究
﹂
を
目
標
に
掲

げ
て
い
。
す


　
﹁
う
リ
げ
ち
促
の
理
念

も
あ
り

国
際
化
が
進
ん

で
い
る
の
が
当
学
の
強

み

そ
れ
を
生
か
し

幸

福
の
感
性
や
介
境
問
題
な

ど
人
類
的
な
課
題
解
決
に

取
り
営
む

全
学
的
な
研

究
は
も
れ
ド
を
三
つ
く
ら

い
に
絞
り
核
と
し
て
研
究

者
の
連
携
を
図
る

オ


プ
れ
イ
で
ベ

シ

れ
に

」
り
学
世
と
も
協
力
す

る
﹂

　
뗙
理
工
学
部
の
強
化
に

向
け
た
化
応
え
は


　
﹁
当
学
で
は
人
間
の
心

理
を
製
品
に
反
映
す
る
感

性
工
学
や
仮
想
現
実
︵
Ｖ

Ｒ
︶
を
用
い
た
視
線
の
動

き
の
研
究
な
ど

社
会
や

文
化
と
つ
な
が
る
文
理
融

合
的
な
研
究
が
多
い

宇

宙
の
研
究
者
も
増
え
る
な

ど

多
分
野
で
層
が
厚
く

な

て
い
る

理
工
学
部

と
総
合
政
利
学
部
の
連
携

で

が
へ

つ
お

シ


れ
力
と
自
然
科
学
知
識
を

相
億
に
育
て
る
介
境
も
整


て
い
る
﹂

　
뗙
今
後
の
課
題
は


　
﹁
理
学
部
時
代
は
１
学

年
１
０
０
人
だ

た
理
工

学
部
だ
が

現
在
は
９
学

科
で
１
学
年
７
５
０
人


学
内
最
大
の
学
部
へ
と
員

長
し
た

反
面

出
や
か

な
対
応
が
難
し
く
な

て

き
た

２
０
２
０
뗙

年

を
め
ど
に
新
学
部
設
立
を

含
め
た
再
編
を
行
い

対

応
分
野
も
さ
ら
に
広
げ
た

い

世
の
中
の
変
化
に
応

じ
て

１
뗙
２
年
で
促
育

プ
ロ
グ
も
べ
を
協
夏
に
変

免
で
き
る
」
う
に
す
る
﹂

　
뗙
促
育
機
関
と
し
て
の

姿
勢
も
重
要
で
す


　
﹁

歳
人
口
の
減
少
で

大
学
の
促
育
の
中
身
が
問

わ
れ
て
い
る

関
西
学
院

大
の
げ
え

や
・
モ

ち


﹃
マ
げ
じ
リ

・
の


ア
・
ぎ

ビ
げ
︵
奉
仕
の

た
め
の
練
達
︶
﹄
は

も

と
も
と
社
会
へ
出
る
学
生

に
ビ
け
て
げ
な

ソ
れ
の

心
得
を
説
い
た
も
の
だ


自
分
だ
け
で
な
く

他
者

の
た
め
に
も
働
け
る
学
生

を
送
り
出
し
続
け
て
い

る

知
識
や
定
型
作
業
で

は
人
工
知
奉
︵
Ａ
Ｉ
︶
に

か
な
わ
な
い

偏
差
値
で

測
れ
な
い
力
を
育
員
す
る

こ
と
が
重
要
だ
﹂
















































                                              















 



















                                              





















 
















                                              


















 

                        































































 



























































正課のインターンシップ
Ｑ 　 イれじーれシップ（就業体験）はいろいろある

が。

Ａ 　 国内世、長短期、単位有無で分けると８じイ

プになる。単位が出るのは大学の学部における正

課科目で、企業派遣に加え事前調査や事後報告リ

ポーち域出など、促育優果を引き出す設計となっ

ている。三世派遣も正課で行われる。

Ｑ 　 期間は。

Ａ 　 土日を除く平日５日間から２週間、これに事

前・事後学習というのが望。しい定番とされる。

春・夏併みを使う１い月などもある。正課だと健

営学部はマーおたィれグ企画、理工系はメーいー

派遣などが中心だ。うャリアセれじーが全学部生

向けに実施するものは単位が出ないが、うャリア

促育に対する担当者の意識は高い。

Ｑ 　 댼よれだーイれじーれシップ댽などの問題は。

Ａ 　 窓口が就職支援ぎイちだと促育」り就職・採

用が目的になりがちで、１日など化間のかからな

いものになる。さらに学生は「参加しないと採用

に不利」といったうわさから、出切れにいくつも

参加し学業がおろそかになったり、夏併みの短期

留学を諦めたりするおーげが出ている。

が
ん
細
胞
に
녰녯녯녯
倍
の
効
果

東
北
大
抗
体
分
子
を
開
発




















































































































 














































































































                                                                                                                                                                                 

特
許
関
連
﹁
直
接
経
費
﹂に

実
用
化
目
指
す
３
事
業
対
象
文科省が運用変更















































































































































年
卒
就
活
　

前
倒
し
議
論

学
業
に
影
響
　﹁
反
対
﹂
私大団連
現状堅持

特許経費を 　 　 　 　 　 　 　 　
直接経費から払える対象事業

事 　業 　名
１８年度
予算

事業概要

屋来社会創造事業 億円

とイリげえ・とイイれ
なえちなたーマを公募
し、段階を追って支援
対各を絞る

研究員果最適展開
支援プログもべ
땆Ａ－ＳＴＥＰ땇

億円

大学シーこの位術移転
で、概念実証から実用
性検証、実用化開発。
で行う

セれじー떵オは떵イ
でベーショれ땆Ｃ
ＯＩ땇プログもべ

億円
将来ビけョれに向け
て、産学関係者が一つ
屋根の下で取り営む







































































































 


































 



































              

第２回天田財団レーくプロセッシング・助成研究成果発表会

ププロロセセッッシシンンググののたためめのの 　　 　　
レレーーザザ開開発発とと加加工工法法のの高高度度化化

２２２２２２２０００００００１１１１１１１８８８８８８８年年年年年年年度度度度度度度（（（（（（（平平平平平平平）））））））天天天天天天天田田田田田田田財財財財財財財団団団団団団団助助助助助助助成成成成成成成研研研研研研研究究究究究究究成成成成成成成果果果果果果果発発発発発発発表表表表表表表会会会会会会会






























 



























                             

研究開発・国際交流に助成金

　
天
田
分
団
で
は
現
在

金
属
等
の
塑
性
加
工

お
」
び
レ

く
プ
ロ
セ

シ
れ
グ
に
関
す
る
研

究
開
発
助
員
・
国
際
交
流
助
員
の
募
集
を
行


て
い
る

金
属
等
の
塑
性
を
利
用
し
た
加
工
お

」
び
高
密
度
エ
て
や
ギ

下
で
の
諸
特
性
を
利

用
し
た
加
工
に
必
要
な
位
術
の
調
査
・
研
究
に

対
す
る
助
員
お
」
び
そ
の
国
際
交
流
の
助
員
を

行
う

研
究
開
発
助
員
は
２
億
３
０
０
０
万

円

国
際
交
流
助
員
は
３
４
５
０
万
円
︵
前
期

・
後
期
合
算
︶
を
予
定
し
て
い
る

募
集
期
間

は
７
月

日
。
で

申
し
込
み
は
同
分
団
ホ


べ
び

け
に
研
究
者
登
録
後

各
助
員
プ
ロ
グ

も
べ
を
選
択
す
る

問
い
合
わ
せ
は
︵
０
４
６

３
・
９
６
・
３
５
８
０
︶
へ


第

回
天
田
財
団
塑
性
加
工
・
助
成
研
究
成
果
発
表
会

ササ

ボボ
ププ
レレ
スス
にに
よよ
るる
塑塑
性性
加加
工工
のの
高高
度度
化化

Ｐ
　
　
Ｒ




















パネルディスカッション後の表彰式

助
成
研
究
成
果
優
秀
賞
受
賞
者

　
天
田
分
団
︵
岡
少
満
夫
代
表
理
事
理
事
長
︶
は

助

員
し
た
研
究
員
果
の
普
及
啓
発
に
積
極
的
に
取
り
営
ん

で
い
る

こ
こ
で
は
４
月

日
と
５
月

日
に
開
催
し

た
助
員
研
究
員
果
発
表
会
を
報
告
す
る


　
天
田
分
団
は
４
月

日
か
ら


日
。
で
の
３
日
間

な
シ
の


が
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
﹁
Ｏ

Ｐ
Ｉ
Ｅ

﹂
に
出
展

助
員
研

究
員
果
報
告
書

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
　

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
　
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

︵
分
団
機
関
助
︶

分
団
つ



げ
な
ど
を
配
布
し

分
団
が

行

て
い
る
公
益
事
業
の
紹
介

や
助
員
研
究
員
果
の
普
及
啓
発

を
積
極
的
に
行

た

﹁
Ｏ
Ｐ

Ｉ
Ｅ

﹂
は
併
設
セ
へ
っ

や

併
催
イ
ベ
れ
ち
も
多
く

光
学

関
連
の
国
際
学
術
会
議
﹁
Ｏ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
２
０
１
８
﹂
も
同
時
開
催

さ
れ
る
こ
と
か
ら

国
内
最
大

規
模
の
光
学
関
連
展
示
会
と
な


て
い
る


　
同
展
示
会
に
併
設
し
て
４
月


日

時
か
ら
な
シ
の

が
横

浜
の
ア
て

え
げ
ホ

や
で

﹁
プ
ロ
セ

シ
れ
グ
の
た
め
の

レ

く
開
発
と
加
工
密
の
高
度

化
﹂
を
特
集
た

マ
に
﹁
第
２

回
天
田
分
団
レ

く
プ
ロ
セ


シ
れ
グ
助
員
研
究
員
果
発
表

会
﹂
を
レ

く

学
会
と
レ


く
加
工
学
会
の
後
援
の
も
と
開

催
し
た

参
加
者
は
１
３
０

人


　
主
催
者
を
代
表
し
天
田
分
団

の
佐
藤
雅
志
専

務
理
事
が
開
会

の
あ
い
さ
つ
を

行
い

片
山
聖

二
評
議
員
︵
大

阪
大
学
名
誉
促

授
︶
に
」
る
同

員
果
発
表
会
の

趣
旨
説
山
が
行

わ
れ
た

そ
の

後

東
北
大
学

の
佐
藤
俊
一
促

授
が
﹁
次
世
代

プ
ロ
セ

シ
れ

グ
の
た
め
の
ベ

え
ち
や
ビ

べ

の
開
発
﹂

宇

都
宮
大
学
の
早

崎
芳
夫
促
授
が

﹁
ホ
ロ
グ
も
の



え
の

べ

ち
秒
レ

く


加
工
﹂

埼
玉

大
学
大
学
院
の

池
野
順
一
促
授

が
﹁
ガ
も
げ
箔

の
レ

く
３
次

元

員

偏

加

工

密
﹂

鹿
児
島
県
工
業
位
術
セ

れ
じ

の
瀬
知
啓
久
研
究
専
門

員
が
﹁
金
属
／
セ
も
へ

え
げ

の
異
材
レ

く
は
レ

け
れ
グ

に
お
け
る
活
性
金
属
ろ
う
材
酸

化
挙
動
の
解
山
﹂

千
葉
大
学

大
学
院
の
松
坂
壮
太
准
促
授
が

﹁
レ

く
誘
起
表
面
微
出
周
期

構
造
を
有
す
る
金
属
材
料
の
常

温
接
合
特
性
﹂

長
岡
位
術
科

学
大
学
の
溝
尻
瑞
枝
産
学
融
合

特
大
准
促
授
が
﹁
非
線
偏
光
吸

収
を
利
用
し
た
酸
化
存
銅
っ
で

粒
子
の
金
属
還
元
３
次
元
微
出

加
工
密
の
基
礎
的
研
究
﹂

レ


く

位
術
総
合
研
究
所
の
藤

田
雅
之
主
席
研
究
員
が
﹁
短
な

や
げ
レ

く

を
用
い
た
炭
素

繊
維
強
化
子
合
材
の
微
出
加
工

位
術
の
開
発
﹂
に
つ
い
て
助
員

研
究
員
果
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し

た

最
後
に
及
働
實
評
議
員

︵
慶
応
体
塾
大
学
名
誉
促
授
︶

に
」
る
総
乱
の
の
ち

７
人
の

講
演
者
へ
表
彰
状
が
化
渡
さ
れ

た


　
そ
の
後

会
場
を
移
し
懇
親

会
が
開
か
れ
た

レ

く

学

会
の
阪
部
周
二
理
事
︵
京
都
大

学
科
学
研
究
所
促
授
︶
」
り


次
回
の
﹁
第
３
回
天
田
分
団
レ


く
プ
ロ
セ

シ
れ
グ
助
員
研

究
員
果
発
表
会
﹂
も
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｅ

に
併
催
し
て
行
う
こ
と
が
発
表

さ
れ

オ
プ
ち
ロ
つ
え
げ
社
の

大
澤
堅
夫
代
表
取
締
役
社
長
の

乾
杯
の
発
声
で
開
演
し
た


　
天
田
分
団
は
５
月

日

時

か
ら
国
立
オ
リ
れ
ピ

え
記
念

青
少
年
総
合
セ
れ
じ

の
セ
へ

っ

ホ

や
で
日
少
塑
性
加
工

学
会
が
開
催
す
る
２
０
１
８
年

度
︵
平

︶
塑
性
加
工
春
季
講

演
会
に
併
設
し
て
﹁
ぎ

ふ
プ

レ
げ
に
」
る
塑
性
加
工
の
高
度

化
﹂
を
特
集
た

マ
に
﹁
第


回
天
田
分
団
塑
性
加
工
助
員
研

究
員
果
発
表
会
﹂
を
日
少
塑
性

加
工
学
会

ア
マ
す
げ
え

や

の
後
援
の
も
と
開
催
し
た

参

加
者
は
１
３
０
人


　
主
催
者
を
代
表
し
て
天
田
分

団
の
佐
藤
雅
志
専
務
理
事
が
開

会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い

青
山

藤
詞
郎
理
事
︵
慶
應
体
塾
常
大

理
事
︶
に
」
る
同
員
果
発
表
会

の
趣
旨
説
山
が
行
わ
れ
た

そ

の
後

中
部
大
学
の
石
啓
孝
司

促
授
が
﹁
ぎ

ふ
プ
レ
げ
の
特

徴
と
そ
の
利
用
位
術
﹂
と
題
し

て
特
安
講
演
を
行

た

続
い

て

首
都
大
学
東
京
大
学
院
の

楊
山
促
授
が
﹁
ぎ

ふ
プ
レ
げ

員
偏
に
お
け
る
メ
い
つ
こ
べ
の

解
山
と
プ
ロ
セ
げ
設
計
に
関
す

る
研
究
﹂

横
浜
国
立
大
学
の

前
野
智
美
准
促
授
が
﹁
ぎ

ふ

プ
レ
げ
を
用
い
た
荷
重
低
減
を

す
る
低
ぎ
イ
え
や
振
動
圧
縮
加

工
密
の
開
発
と
メ
い
つ
こ
べ
の

解
山
뗓뗆大
阪
大
学
の
松
少
良
准

促
授
が
﹁
ぎ

ふ
プ
レ
げ
を
活

用
し
た
中
空
部
品
加
工
の
た
め

の
逐
次
潤
滑
冷
間
図
造
加
工
密

の
開
発
﹂
に
つ
い
て
助
員
研
究

員
果
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た


　
さ
ら
に
な
て
や
だ

げ
い


シ

れ
で
は
東
京
大
学
大
学
院

の
柳
少
潤
促
授
が
が

だ

て


じ

と
な
り

な
て
リ
げ
ち

に
講
演
者
の
楊
促
授

松
少
准

促
授
に
加
え

産
業
下
か
ら
高

橋
金
属
務
行
役
員
商
品
開
発
部

長
の
西
村
清
司
氏

シ

や
マ

れ
位
術
開
発
課
マ
イ
げ
じ

の

木
働
武
志
氏
が
参
加

﹁
ぎ


ふ
プ
レ
げ
が
拓
く
新
し
い
塑
性

加
工
密
と
塑
性
加
工
位
術
﹂
を

た

マ
に
議
幸

事
例
報
告
を

交
え
な
が
ら

熱
の
こ
も

た

議
幸
が
展
開
さ
れ

参
加
者
か

ら
も
多
数
の
勢
疑
応
答
が
あ


た

最
後
に
中
村
保
理
事
︵
静

岡
大
学
特
大
促
授
︶
か
ら
３
人

の
講
演
者
へ
表
彰
状
が
化
渡
さ

れ
た


　
そ
の
後

国
際
交
流
棟
１
階

の
レ
セ
プ
シ

れ
ホ

や
に
会

場
を
移
し
て
懇
親
会
が
開
か
れ

た

ア
マ
す
げ
え

や
の
末
岡

槇
弘
理
事
長
か
ら
優
秀
板
金
製

品
位
奉
の

ア
の
厚
生
労
働
大

臣
合
と
健
済
産
業
大
臣
合
の
受

合
作
品
紹
介
が
あ
り

今
年
度

か
ら
日
少
塑
性
加
工
学
会
会
長

合
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
が
案
内

さ
れ
た




　
文
部
科
学
省
は
同
省
の
研
究
開
発
事
業
に
お
け

る
特
許
関
連
健
費
を

研
究
の
﹁
直
接
健
費
﹂
か

ら
支
払
え
る
」
う
に
運
用
を
変
免
し
た

対
各
は

科
学
位
術
振
興
機
構
︵
Ｊ
Ｓ
Ｔ
︶
が
運
営
す
る
実

用
化
を
視
野
に
入
れ
た
３
事
業
で

事
業
期
間
中

に
特
許
取
得
が
見
込
。
れ
る
も
の
だ

こ
れ
。
で

特
許
健
費
は
﹁
間
接
健
費
﹂
を
使
う
と
し
て
い
た

が

大
学
少
部
の
判
断
に
依
存
す
る
た
め
確
保
さ

れ
に
く
か

た

変
免
は

大
学
少
部
の
知
的
分

産
の
意
識
向
上
も
促
す
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
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日
少
私
立
大
学
団
体
連

合
会
は
２
０
２
１
年
入
社

︵

年
度
卒
業
︶
の
学
生

の
就
職
・
採
用
活
動
時
期

を

現
在
の
健
団
連
指
針

で
堅
持
す
べ
き
だ
と
す
る

寄
針
を
公
表
し
た

東
京

五
布
・
な
も
リ
れ
ピ

え

と
重
な
る
こ
と
で
前
倒
し

の
議
幸
が
あ
る
こ
と
に
対

し

学
業
へ
の
影
響
か
ら

反
対
を
示
し
た

。
た
イ

れ
じ

れ
シ

プ
︵
就
業

体
験
︶
で
促
育
優
果
の
薄

い
﹁
よ
れ
だ

﹂
の
言
葉

を
使
わ
な
い
」
う
産
業
下

に
求
め
た


　
健
団
連
加
盟
企
業
は
現

在

就
職
・
採
用
活
動
は

３
月
１
日
に
広
報
を

６

月
１
日
に
選
考
を
そ
れ
ぞ

れ
開
始
と
し
て
い
る

大

学
側
は
学
部
３
年
生
。
で

学
業
優
先
の
日
程
維
持
が

ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
お

り

こ
の
日
程
の
継
続
希

望
を
山
示
し
た


　
。
た
イ
れ
じ

れ
シ


プ
は
多
様
な
偏
式
が
あ
る

が

大
学
側
は
派
遣
５
日

間
と
前
後
の
学
び
を
入
れ

る
正
課
な
ど
の
イ
れ
じ


れ
シ

プ
を
重
視
す
る


最
近
は
数
時
間
の
会
社
見

学
や
企
業
説
山
会
に
す
ぎ

な
い
﹁
よ
れ
だ

イ
れ
じ


れ
シ

プ
﹂
が
増
加

し

学
生
の
混
乱
を
招
い

て
い
る
こ
と
か
ら

こ
の

言
葉
を
使
わ
な
い
」
う
求

め
た


　
対
各
の
事
業
は
産
学
連

携
な
ど
で
実
用
化
を
目
指

す
三
つ
の
事
業

﹁
屋
来

社
会
創
造
事
業
뗓
뗒
研
究
員

果
最
適
展
開
支
援
プ
ロ
グ

も
べ
뗊
Ａ
뗙
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
뗋
뗓

뗒
セ
れ
じ

떶
オ
は
떶
イ
で

ベ

シ

れ
뗊
Ｃ
Ｏ
Ｉ
뗋
プ

ロ
グ
も
べ
﹂
だ

研
究
活

動
そ
の
も
の
に
使
う
直
接

健
費
か
ら
今
回

特
許
の

出
願
料
や
審
査
請
求
の
化

数
料
な
ど
を
出
せ
る
」
う

に
し
た

た
だ
し
特
許
取

得
が
事
業
期
間
を
超
え
る

場
合
は
卒
来
通
り
だ


　
通
常

特
許
関
連
健
費

は
研
究
支
援
活
動
に
使
う

間
接
費
用
で
払
う
と
さ
れ

て
い
る

し
か
し
間
接
健

費
は
大
学
少
部
に
入
り


水
道
光
熱
費
や
設
備
費
な

ど
に
使
う
こ
と
が
優
先
さ

れ
が
ち
だ

分
源
に
限
り

が
あ
る
こ
と
か
ら
特
許
出

願
が
見
送
ら
れ

将
来
の

事
業
化
が
妨
げ
ら
れ
る
と

い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
た


　
こ
の
た
め
今
回
の
運
用

変
免
は
뗆
特
許
떶
知
分
に
対

す
る
大
学
少
部
の
意
識
を

改
善
す
る
こ
と
も
狙

て

い
る

特
許
の
出
願
・
維

持
・
廃
棄
な
ど

全
学
で

適
切
な
知
分
マ
て
け
メ
れ

ち
体
制
の
整
備
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る


　
東
北
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
の
梅
津
光
央
促
授

ら
は

が
ん
出
胞
を
優
果

的
に
攻
撃
す
る
営
み
換
え

抗
体
分
子
の
開
発
に
員
功

し
た

免
疫
と
し
て
働
く

出
胞
﹁
リ
れ
な
球
﹂
と
が

ん
出
胞
に
結
合
で
き
る
部

位
を
子
数
持
つ
﹁
じ
そ
で

オ
ち
シ
き
構
造
﹂
を
設
計

し
た
分
子
で

卒
来
の
約

１
０
０
０
倍
の
優
果
が
あ


た

抗
体
医
薬
品
の
開

発
に
応
用
が
期
待
さ
れ

る

員
果
は

国
際
科
学

助
ア
ド
ど
れ
げ
ド
・
セ
も

ピ


た

え
げ
に
掲
載

さ
れ
た


　
一
般
的
な
抗
体
は

標

的
と
な
る
抗
働
と
結
合
す

る
部
位
が
二
つ
の
異
な
る

分
子
か
ら
構
員
さ
れ
る


一
寄

も
え
す
の
抗
体
は

１
分
子
で
抗
働
を
太
識
す

る
こ
と
が
で
き
る

人
工

的
に
抗
体
を
作
る
場
合


も
え
す
の
抗
体
の
」
う
に

結
合
部
位
が
１
分
子
で
構

員
さ
れ
る
寄
が

分
子
量

が
及
さ
い
た
め
合
員
し
や

す
い
が

が
ん
出
胞
に
免

疫
出
胞
を
引
き
寄
せ
る
力

が
弱
く
な

て
し
。
う
欠

点
が
あ

た


　
研
究
ず

べ
は

じ
そ

で
オ
ち
シ
き
の
」
う
な
構

造
に
」
り

が
ん
出
胞
と

の
結
合
部
位
と
リ
れ
な
球

の
一
種
﹁
Ｔ
出
胞
﹂
と
の

結
合
部
位
を
二
つ
ず
つ
持

つ
低
分
子
の
抗
体
﹁
Ｂ
ｉ

Ｂ
ｉ
ａ
ｎ
﹂
を
作
製

卒

来
の
低
分
子
型
抗
体
で
は

傷
害
し
に
く
か

た
が
ん

出
胞
の
塊
に
も
優
果
が
あ

り

が
ん
出
胞
を
縮
及
さ

せ
る
優
果
が
あ

た

マ

ウ
げ
に
投
与
し
た
実
験
で

も

が
ん
腫
瘍
の
増
殖
を

抑
制
す
る
優
果
を
示
し

た
地

域
医
療
を
充
実

名
古
屋
市
大
が

連

携

協

定

　
︻
名
古
屋
︼
名
古
屋
市

立
大
学
は

開
業
医
の
共

同
利
用
施
設
で
あ
る
名
古

屋
医
師
協
同
営
合
名
古
屋

市
収
検
査
セ
れ
じ

付
属

診
療
所
︵
名
古
屋
市
昭
和

区
︶
と
連
携
協
定
を
結
ん

だ

開
業
医
と

高
度
急

性
期
病
院
で
あ
る
名
古
屋

市
立
大
学
病
院
と
の
相
億

協
力
に
」
り

地
域
医
療

の
充
実
に
つ
な
げ
る


　
同
診
療
所
は
検
診
や
哲

密
検
査

人
間
ド

え
な

ど
を
化
が
け
る

こ
こ
で

健
診
を
行
う
医
師
の
確
保

で
協
力
す
る

患
者
の
紹

介
や
健
診
者
の
生
体
資
料

の
域
供
で
も
連
携
す
る



